


FINAL－OCTOBER23，2007  

MEETINGOFTHEADVISORYCO仙川TTEEONl仙UNJZATJONPRACTICES（ACIP）  
CentersforDiseaseControL and Preventfon  

1600ChftonRoad，NE，TomHarkjnGLobaLCommunicatfonsCenter（Building19），Atlanta，Geor！ia  
Octo♭erZ4－25，2007  

PURPOSE  AGENDA lTEM PRESIDERJPRESENTERLsl  

Wednesda  

8：00  WeL⊂Ome丘Introductions  Dr・JuLjeGerberdtng（Dire⊂tOr，CDC）  
Dr・DaleMorse（Chafr，ACIP）  
Dr．LarryPickerjng（Executive  
Secretary，ACIP；CDC）  

Dr・AnthonyFjore（⊂DC／NC（RD／lD）  

8：30 ］nfLuenzaVaccines  

・OvervjewofsessjonandjnfLuenzavaccineupdate  

・UseofhveattenuatedjnfLuenzavaccjne（LAIV）in24－  
59montholdchjLdren  

lnformaい0n  

Informatjon  

Djscussjon  

Vote   

VFC Vote  

lnformaいon   

lnformation  

D†scussion  

lnformation  

DIscussion  

lnformation  

Discussjon  

Dr．GregWauace，CDC／NCJRD／lSD）   

Dr．AnthonyFjore（CD⊂／NCIRD／lD）   

Dr．KathLeenNeuzjl（ACIP，WG  
Chajr）  

Dr．AnthonyFjore（CDC／NCIRD／lD）  

Dr．LfsaProsser（HarvardMedicaL  
School）  

Dr．BenjamnSchwartz（CDC／NVPO）  

・SummaryofCDC－CSTEconsuLtantsmeeting：InfLuenza   
Va⊂Cjnere⊂Ommendatjonsfor5－18yearoLds  

・SummarYOfACLP［nfLuenzaWorkin弓Groupdis⊂uSSjons  

・Cost－effectlivenessoflnfLuenzaVaccnatjon：Updated   
EstjmatesforChiLdrenA弓ed2－4Years  

・FederaLInteragen⊂yWorkingGroup：DraftGuidance   
on Pandemjc Vac⊂jne Priorjtizatjon  

βreロた  11：00  

11：30 Pediatric UseofPneumoco⊂CalVa⊂drTeS  

●Useofpneumococ⊂aLconjugatevaccine（PCV7）in24－  
59 month ol.d children who are incompletely 
Va⊂dnated  

lnformaい0n  

Djscussjon  

Vote  

Dr．JuLieMorlta（A〔IP，WGChatr）  
Dr．PekkaNuorti（CDC／NCIRD／DBD）  

Lun亡h  1Z：30   

1：30  Menin屯0⊂∝⊂aLkConiu賓ateVa⊂dne（NtCV4）  
●lntrdu⊂Hon  

・Update：menfngoc∝⊂aLvaccinesafety  
・lmrmnogenjcjtyandsafetyofMenactra⑧（MCV4）in2－  

10yearoLdchjLdren  
・ProposedrecommendationsforuseofMCV4inZ－10  

yearoLd⊂hildrenatincreasedriskofmenngo⊂∝Cal  
disease  

・ConsjderatlonsforroutineuseofMCV4in2，10year  
old chjldren   

3：15  ⊂hjtdhoodandAdoLescentImmunization S⊂heduIe  

lntroductjon Dr．CaroLBaker（ACIP，WGChajr）  
Dr．ThomasClark（CDC／NCIRD／DBD）  
Dr．GregGjLmet（SanOfjpasteur）   

Dr．AmandaCohn（CDC／NCIRD／DBD）  

lnformatjon  

rnformatjon  

lnformation  

Djscussjon  

Vote  

VFC Vote  

lnformatjon  

Discussjon   

lnformatjon  

Djs⊂uSSjon  

Vote  

Dr．GregWauace（CDC／NCIRD／lSD）  
Dr．AmandaCohn（CDC／NCIRD／DBD）  

Dr．An！eLaCalugar  
（CDC／NCIRD／lSD）  

βre（止  3：45   

4：00CornbinationVa⊂Cines  
●Update：CombnationVac⊂feSWorklngGroup  

・Impa⊂tOf⊂OmbjnationvacclneS  

・lmmunogentdtyandsafetyofKinhxTM（COmbjnation  
DTaP－［PVva⊂Cine）in⊂hjLdren4－6yearsofage  

lnformatjon  

lnformation  

lnformatjon  

仙s，PatsyStinchfIeLd（A〔lP，WG   
Chajr）  

Dr．GregWauace（CDC／NCIRD／lSD）  
Dr．Wayde〈∧．Weston（GSK）  
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〝e血eddyO亡ねムer24，亡On亡fmed  

5：00 lnmunization S⊂heduleforHJV－lnfさCtedAdults  lnformatjon  
Djscussjon  

Vote  

Dr・Gjna仙⊃Otrey（CDC／NCIRD／lSD）  

5：30  VacdneSupplv  

6：00  PublicComment   

6：15 Aqjoum  

lnformation  Dr．GregWauace（CDC／NC［RD／［SD）  

Thursdav October 25 

8：00  Unfうnished臥】Slness   

8：30  Human PaE）iLLomavirus LHPVIVa⊂dnes  

●Introduction  
● OvervjewofHPVva⊂dnethaLdata  

・QuadrivaLentHPVvaccjnecross－PrOte⊂tion  

・8ivaLentHPVba⊂dneASO4adjuvantsystem  

・BjvalentHPVva⊂⊂inecl油caLoverviewandsafety  
「eVleW  

・OutcomesreLatedtoHPV6／11：reCurrentreSPiratory  

PaPjLLomatosjsandgenjtaLwarts  

●IssuesforACIP⊂OnSideratjon  

Dr・DaLeMorse（Chair，ACIP）  

Dr．JanetEr唱Lund（ACIP，WGChafr）  
Dr．LauriMarkowjtz  

（CDC／NCHHSTP／DSTDP）  
Dr．RichardHaupt（Merck）  
Dr．MartneWettendorff（GSK）  
Dr．GaryDubin（GSK）   

Dr．EuzabethUnger（CDC／NCZVED）  
Dr．EiLeenDunne（CDC／NCHHSTP／   
DSTDP）  

Dr．LauriMarkowjtz  

（CDC／NCHHSTP／DSTDP）  

lnformatjon  

Dfscussfon  

10：45  βre（】た  

11：00 （mrnunizatjonSafetv  
●lntrodu⊂tjon  

・EarlyThjmerosaLExposureandNeuropsychoLogf⊂aL  
Outcomes at7－10Years  

Summary of syncope reports to the Vaccine Advenene 
EventsReportjngSystem（VAERS），Jan2005－JuLy2007  

・Update：VariceLLavaccinesafety1995－2005  

lnformation Dr．Johnlskander（CDC／OD／OCSO）  
lnformation Dr．BfllThompson（CDC／NCIRD／ID）   

lnformatjon Dr．8arbaraSLade（CDC／OD／OCSO）  

Dr．SandraChaves  

（CDC／NCIRD／DVD）  

12：00  LuncJl  

1：00  Rotav汁usVa⊂dnes  

・WorkingGroupupdate  

● GSK，sHumanRotavirusVa⊂CineRotarix⑧  

・PRV（RotaTeq⑳）update  
・Coverage，adherencewjth喝ereCOmmendatjons  

・Safetymonjtoringupdate  

lnformation  

Discussion Dr．LanceChiLton（ACIP，WGChair）  
Dr．LeonardFrtedman（GSK）  

Dr．MargaretCortese  
CDC／NCIRD／DVD）  

Ms．PeninaHaber（CDC／lSO／OSCO）  

Z：30  Update：Hepa屑tね8  
Hepatitis B vaccination of adultsts 
・ldentincationandpubLjcheaLthmanagerTlentOf  

PerSOnSChronicaLLyinfectedwithhepatitisBv  

3：00 Aqen⊂VUDdates（CDC／CCJD／N⊂lRD，CMS，DOD，DVA，  
FDA，HRSA，lHS，NLH，NVPO）  

3：15  PubLi⊂CorTment  

3：30 A叫OUm  

lnformation Dr．ClndyWejnbaum  
（C∝／NCHHSTP／DVH）  

lnformation  
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ノk「0nym5  
A⊂lP  Advisory⊂ommitteeonlmmunizationPractices  

CCID  C（X｝rdinatingCenterforlnfectiousDiseases  

⊂D⊂  ⊂entersfor Disease⊂ontro18Prevention  
⊂MS  ⊂entersforMedicareandMedicaidServices  
DBD  DivisionofBacteriaLDiseases【ofN⊂】RD］  
DOD  DepartmentofDefense  
DSTDP  DivisionofSexuauyTransmittedDiseasesPrevention［ofNCHHSTP］  

DVA  DepartmentofVeteransAffairs  
DVD  DivisionofViraLDiseases［ofNCIRD】  
DVH  DiYisionofViraLHepatitis【ofNCHHSTP］  

FDA  FoodandDrugAdnlinistration  
HRSA  Health Resources and Services Administration 
JD  InftuenzaDivision［ofNCIRD］  
IHS lndian Health Service 

i 

f，i。e。ft。e。hiefS。ie。。e。ff．。er，  
N⊂HHSTP NationaL⊂enterforHIV，Hepatitis，STDandTBPrevention［ofCD⊂／⊂⊂FD］  
NCJRD  CI）⊂National⊂enterforlmmunization良RespiratoryDiseases［ofCDC／⊂CID］  
NCPDCLD  N；】tionaLCenterforPreparedness，Detection，andControLo＝nfectjousDiseases  

N⊂ZVED  NationaLCenterforZoonotic，Vector，Borne，andEntericDiseases【of⊂D⊂／CCID］  
NIH  National lnstitutes of Health 
NVA⊂  NationaLVaccineAdYisory⊂omm圧tee  

NVPO  NationaLVacdneProgramOffice  
OCSO  OfficeoftheChiefScienceOfficer［ofOD］  
OD  OfficeoftheDirector【ofCDC】  
TBD  to be determined 
WG  Work Group 
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麻しん排除計画案について   

本計画は、世界保健機関が定めた目標（2012年までに我が国を含めたアジア西太平  

洋地域における麻しんを排除すること）を達成するため、また、その後の我が国における  

麻しん排除の状態を維持するため取り組むべき事項を予防接種に関する検討会として取り  

まとめたものである。   

概要は以下のとおり。  

1 95％以上の予防接種率の達成・維持のための取り組み  

（1）定期接種の充実   

①定期予防接種の対象を時限的に拡大（補足的接種の実施）  

麻しんワクチン接種を1回しか行っていない世代への2回目の接種機会を付与  

○ 対象年齢  13歳（中学1年相当）と18歳（高校3年生相当）  

○ 対象期間  5年間  

○ 使用ワクチン 麻しん風しん混合ワクチンを使用   

②予防接種を確実に行ってもらうための市町村の取り組み  

定期予防接種対象者に対する個別通知等の接種勧奨   

③予防接種率を高めるための文部科学省への協力依頼  

就学時健康診断における、羅患歴及び予防接種歴等の確認   

④接種を行いやすい環境作り  

○ 定期予防接種対象期間の最初の3ケ月間に積極的な接種勧奨の実施  

○ 中学生以上の場合の保護者の同伴要件の緩和  

○ 学校等で接種を行う場合の基準策定（個別接種実施の緩和）  

（2）任意接種の推奨   

①医療従事者、学校や福祉施設等の職員、大学生等への推奨   

②予防接種の啓発・情報提供  

○ テレビCM等の広報活動、検疫所での情報提供  

○ 旅行会社等を通じた情報提供（国土交通省との連携）  

2 評価体制の垣重   

①麻しん発症の把握の充実  

○ 定点報告から全数報告に変更、届出基準の改正  

○ 文部科学省と連携し、学校休校、学級閉鎖等を把握   

②予防接種実施状況の把握の充実  

○ 麻しん及び風しん予防接種率の把握の迅速化  

○ 市町村が予防接種の実施状況を把握するためのソフトウェアの開発  

○ 副反応報告の迅速化  

3 麻しん発生時の迅速な対応   

麻しん患者発生時の都道府県等の迅速な疫学調査に資するための手引きや人材の養成  

4 実施体制の軽重   

①国に麻しん対策委員会を設置   

②地方自治体に麻しん対策会議等を設置  
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一部疾病の既羅患者への混合ワクチンの接種について  

1 現状   

現在日本で承認されている混合ワクチンは、麻しん・風しん混合ワクチン（MRワク   

チン）、ジフテリア・百日せき・破傷風混合ワクチン（DPTワクチン）、ジフテリア・  

破傷風混合ワクチン（DTトキソイド）の3種があり、それぞれ、定期の予防接種の接   

種液として採用している。  

※ ワクチンの頭文字のアルファベットは、対象疾病を示している。   

（M：麻しん、R：風しん、D：ジフテリア、P：百日せき、T：破傷風）   

一部疾病の既羅患者に対する混合ワクチン予防接種は、予防接種法施行令第1条の2  

の規定により、当該疾病にかかっている者又はかかったことのある者は、当該疾病につ  

いて定期の予防接種を行う対象者に当たらないことから、定期予防接種として混合ワク  

チンの使用を行なっていない。  

すなわち、麻しん又は風しんにかかっている又はかかったことのある者に対する定期  

の予防接種では、単抗原ワクチンを対象ワクチンとしているが、ジフテリア、百日せき、  

破傷風においてはそれぞれに対応する単抗原ワクチンがないことから、いずれか一つの  

疾病に羅患した者に対しては、他の二つの疾病に関する定期の予防接種を実施していな  

い。  

※ 百日せきの羅患者に関しては、Pを除いたDTトキソイドという手段もあるが、現在は第2期（1  

1歳以上13歳未満）の予防接種液としてのみ採用されており、DPTワクチン接種対象期間中（生   

後3月から生後90月）の予防接種液には採用されていない。  

2 要望   

今般、社団法人日本小児科学会より rDPT、MR等混合ワクチンの推進に関する要   

望書」が提出された。要望書には、「接種機会の確保の重要性に加え安全性に問題はない   

ことから、それとともにそれぞれに適切な免疫をより効率に獲得してもらうためには、   

対象となる疾患の一部に罷患歴がある看でも、その疾患に対するワクチンを含む混合ワ  

クチンの接種盲定期予防接種の対象とするよう」記載されている。  

3 対応案   

既羅患者にワクチンを接種することについて、過剰反応等の副反応が特に認められる   

ものを除き、既羅患者にワクチンを接種することの安全性と接種機会の確保の利点を比   

較考慮し、適当と認められるものについては、一部の疾病の既羅患者であっても、混合   

ワクチンの接種を行うことを可能とする。  
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具体的には、予防接種対象疾病の既雁患者への混合ワクチン接種における今後の対応  

は、以下の通り。   

（1）麻しん・風しん  

既羅患者に対しても、MR混合ワクチンを使用することを可能とする。一方、  

接種機会確保の観点から、引き続き、MRの混合ワクチン及びM又はRの単抗原  

ワクチンを使用することを可能とする。  

（2）百日せき・破傷風  

既羅患者は、DPT又はDT混合ワクチンを使用することを可能とする。  

（3）ジフテリア  

7歳以上における既羅患者に対するDPT又はDT混合ワクチンの接種は、ジ  

フテリアのワクチン量を減量しないと過剰反応（副反応）を起こす可能性が高い  

ため、接種は行わないこととする。7歳未満における既羅患者にあっては、DP  

T混合ワクチンを使用することを可能とする。   

（4）今後、新たな混合ワクチンが開発された際には、今回と同様、既羅患者に対す  

る接種の安全性と接種機会の確保の利点について比較考慮した上で、混合ワクチ  

ンにおける当該疾病の既羅患者への接種について、個別に対応を決定することと  

する。   

以上の対応案が本年8月10日に行われた第16回予防接種に関する検討会で了承さ  

れた。  
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●定期接種における日本脳炎ワクチン接種   
の積極的勧奨の差し控え（2005年5月30   
日）  

●急激な政策変更は、需要予測を困難にし、   
供給量に影響する。  

日本脳炎ワクチン暦年■販売・返品・出荷推移（表り  

2003（H15）  2004（H川）  2005（H17）  2006（H18）  2（】0丁（H19．11）   

出荷数量  5，267．382  5．375．121  2．502．902  223．052  485，856   

返品数量  －336．了39  －147，949  －1．709．800  －310．157   0   

販売数量  4，930，643  5．227．172  793．102  －87．†05  485．858   

■販売数量＝出荷数1◆返品数1  

平成19年度前半に一時品薄の状況が発生した  
が、現在では各所社とも十分量を確保できてい  
る。  

ジフテリア、破傷風の第2期の接種を受けられて  
いない場合は、積極的に接種を受けていただき  
たい。   



わが国での麻しんは、2006年の地域流行を  
経て、2007年のような全国的な流行に拡大。  
このような流行を繰り返すことが無いよう  

策定された「麻しん排除計画（案）」に従  

い、メーカーはMRワクチンを増産中。  

メーカーも含め関係機関は、接種率向上の  
ための積極的な取り組みが必要。  

● 2006年11月に36年ぶりの狂犬病輸入症例の発生に伴い、ワクチン   
接種希望者が増加。製造販売元として、ワクチンの安定供給に向けて   
の最大限の努力を継続。   

● 狂犬病は発症後の予後が極めて悪く、発病予防にはワクチン接種（曝  
露後免疫）が必須。  

●者で犬等に接  
● 厚生労働省通知（平成18年12月8日）を踏まえ、曝露後免疫やハイリ   

スク者への暴露前免疫が行われるように、ご関係の皆様に引き続き   
ご理解とご協力を頂きたい。  
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承認済み  欧米での承認時期   

Hib 2007年1月  1987年  

申請済み  

ヒトパピローマウイルス（子宮頚がん予防）  2007年9月  

2007年9月（海外臨床試験を元に申請）  

肺炎球菌コンジュゲート7価（小児用）  2000年2月  

2007年9月  

睦床試鹸中  

ヒトパピローマウイルス（子宮頚がん予防など）  2006年6月  

肺炎球菌コンジュゲート13価（小児及び成人用）      臨床試験中  

ロタウイルス  2006年2月  
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